
例　言

１．本書は国指定史跡　鬼城山の整備事業に伴い平成６～７年度（東門）と平成16年度（第１水門貯

水池・土塁状遺構）に総社市教育委員会が実施した発掘調査の報告書である。本書では、これまで

報告未完であった東門の発掘調査成果を盛り込んだ。

２．発掘調査は平成６年11月21日～平成７年５月19日（東門）、平成16年４月20日～平成16年７月29

日（第１水門貯水池・土塁状遺構）に実施した。

３．本書の作成は総社市埋蔵文化財学習の館にて行い、執筆は文化課文化財係職員　松尾洋平と、一

部を谷山雅彦が執筆し、編集を松尾が行った。

４．出土遺物の洗浄・復元は近藤雅子、田中富子（埋蔵文化財学習の館）が行い、遺構・遺物の実

測・トレースは松尾、遺物の拓本は田中が行った。

５．本書に記載された高度値は海抜高であり、遺構図の方位は真北である。

６．本書で使用した地形図は国土地理院発行の50000分の１の地図を複製したものであり、その他は

総社市発行の地形図や、史跡整備に関連して作成したものを一部改変したものである。

７．本書では掲載した土器実測図の内、中心線の左右に白抜きのあるものは復元実測であることを示

した。

８．本書における土層の色調については『新版標準土色帖』（農林水産省農林技術会議事務局監修、

財団法人日本色彩研究所色票監修）と、肉眼観察に基づく色調の二通りを表記している。

９．本書に関連する出土遺物および図面、写真、マイクロフィルム等はすべて総社市埋蔵文化財学習

の館に保管している。

10．本文の用例については報告書『鬼ノ城』に準じ、塁状区間は反時計回りにすすんで頭部、尾部と

称する。

11．土層断面図の土層注記は遺構の性格により、上層から下層にかけて番号付けを行うか、あるいは

その逆を表記し、あえて統一していない。

12．発掘調査及び報告書の作成にあたっては、下記

の方々から多くのご指導、ご教示をいただいた。
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